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令和３年９月１５日（水）発行 

 

「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」 

会津地方かわら版 
 会津地方推進本部（福島県会津農林事務所） 

 

第３０号（令和３年９月） 

令和３年７月９日、耶麻農業高校生を対象として農業への興味・関心をより高めてもらうことを目的に、

地域の先進的な農業やスマート農業の事例を視察するフレッシュ農業講座を開催しました。 

最初の視察先である株式会社五十嵐ファームは、分娩監視カメラを導入し、労働負担を軽減することで 

多くの繁殖牛を飼育しており、生徒達はカメラの映像や多くの繁殖牛、肥育牛を見学しました。 

次に、会津農匠株式会社では水稲、夏秋きゅうりの他、菌床しいたけなどの冬期の作物を取り入れる 

ことで周年雇用を実現した農業経営について説明していただきました。 

また、ヤンマーアグリジャパン株式会社協力の下、水稲の農薬散布における時間・労働力・液量を削減 

できるドローンの実演を行いました。生徒達はドローンのシミュレーター体験だけでなく、実際に操縦も 

行いました。 

生徒達は ICT 技術などを取り入れた新しい農業経営の実践事例に接し、刺激を受け楽しく学んでいる様

子でした。今回のフレッシュ農業講座を通して、生徒達が農業に対する理解を深め、就農について関心を 

持ってくれることを期待しています。 

 

 

 

フレッシュ農業講座を開催しました！ 

【喜多方農業普及所】 

 

会津農林事務所の取組紹介 

新米の季節到来！ 
      

（肥育牛舎見学） 

 

（キュウリハウス見学） 

 

（ドローンの実演） 
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  昭和村農林水産物集出荷貯蔵施設（雪室）の改修が完了しました！ 

昭和村を中心に柳津町、三島町、金山町では宿根カスミソウが盛んに生産されており、夏秋期では 

生産量日本一のシェアを誇る産地となっています。生産組織としてＪＡ会津よつばかすみ草部会があ 

り、令和２年度の生産者数は７３名（法人含む）、生産額は約４億７千万円を誇ります。花き類の生 

産で県を代表するブランド産地となっており、生産者数や販売金額を順調に伸ばしています。 

そのブランドを形成する核となる施設が「昭和村農林水産物集出荷貯蔵施設」通称「雪室」です。 

「雪室」は雪の冷気を利用して出荷物を冷蔵することができる施設で、かすみ草部会の出荷物は全て 

「雪室」に集荷し、冷やされた後、出荷されます。カスミソウの切り花は、しっかりと冷やすことで 

鮮度が保たれ観賞期間が長くなることから、かすみ草部会の花は鮮度の面で高く評価されています。 

本年７月下旬に国庫事業の「産地生産基盤パワーアップ事業」を活用して「雪室」の改修を終え、 

これまでの倍近い出荷量にも対応可能とし、集荷後から出荷までほぼ外気に触れることのないように 

保鮮流通の機能を強化しました。 

「雪室」の活躍により、品質の向上やブランド力が強化され、更なる産地の拡大、生産振興が期待 

されます。 

 

【会津坂下農業普及所金山普及所】 

 

（低温貯蔵室１） 

 

（予冷庫） 

 

改修前 改修後 

（ドックシェルター トラック側） 

 

（ドックシェルター 低温仕分け室側） 
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頑張る農林漁業者の取組紹介 
 

 
 

第６２回 福島県農業賞受賞おめでとうございます！ 

【農業振興普及部】 

【喜多方農業普及所】 

 

 令和３年９月３日、福島市の杉妻会館において、第６２回福島県農業賞表彰式が行われ、会津

管内では会津農匠株式会社(喜多方市)と、武田芳仁さん・久美子さん夫妻（会津若松市）の２組が

受賞されました。 

 

会津農匠株式会社（喜多方市）は、代表取締役の大川原義男さんが平成２４年に設立し、施設

きゅうりと水稲を中心に、冬期間はタラの芽、菌床しいたけ、雪下キャベツを栽培するなど、農

業生産だけで社員の通年雇用を確保する取組を雪国会津で先進的に実践しています。 

主力の施設きゅうりは、自社製の完熟堆肥を活用した徹底した土づくりと社員個々の栽培技術

の高さにより、単収・生産量とも会津地域でトップクラスとなっています。 

また、ＪＡきゅうり部会でのＪＧＡＰ団体認証や、きゅうりと水稲でエコファーマーの認定を

取得し、環境に配慮した農業に取り組んでいます。さらに、地域の農地保全や、地域を担う人材

育成に積極的に取り組むなど、多方面で地域農業の発展に大きく貢献されています。 

 

武田芳仁さん・久美子さん夫妻（会津若松市）は、平成１２年の稲作開始以降、地域の中心的

担い手として農地を借り受け、作付規模を拡大し、現在では次男夫妻と共に水稲のほか、野菜・

そばを栽培しながら、農地保全に努めています。 

水稲では、特別栽培米による高品質米生産のほか、会津若松市産の良食味米｢AiZ'S-RiCE｣の取

組に参画し、会津米の風評払拭及びブランド力向上に尽力されています。平成２８年からは、餅

や米菓子等の加工・販売を開始し、経営の安定化を図るための意欲的な取組として注目を集めて

います。 

また、御夫妻は、市、JA や県と協力し、新規就農者、若手生産者や農業学生への指導助言のほ

か、学校給食や農福連携への協力など、農業・農村の活性化・発展に大きく貢献されています。 

 受賞された皆様が、今回の受賞を励みに地域農業の担い手として、さらなる経営発展を実現さ

れることを御期待いたします。 

    「農業賞 農業経営改善部門」       「農業賞 復興・創生特別賞」 

  会津農匠株式会社（喜多方市）        武田芳仁さん、久美子さん夫妻（会津若松市） 
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会津農林事務所からのお知らせ 

あいづ“まるごと”ネットＳＮＳキャンペーン開催中！ 

会津地域産業６次化ネットワーク「あいづ“まるごと”ネット」では、公式 SNS（Twitter・Instagram）

において、抽選で毎月５名様（計３０名様）に会津・南会津の６次化商品二千円相当が当たるキャン 

ペーンを開催中です。 

１０月からは第２弾として Instagram「＃あいづまるごとキャンペーン」が始まります！ 

ハッシュタグ「＃あいづまるごと」を付けて会津・南会津の農林水産物・加工品の写真を投稿し、 

おすすめ６次化商品を GET してくださいね♪ 

【第２弾】 

・応募期間は１０月１日（金）～１２月３１日（金）まで 

・応募は Instagram アカウント「@aizumarugotonet」から 

 
HP：https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36240a/aizumarugoto2021.html 

 

  
  

 

【企画部】 

 

会津・南会津の道の駅で買って応募！駅長厳選の商品が当たるチャンス★彡 

会津地域産業６次化ネットワーク「あいづ”まるごと”ネット」では、会津・南会津地方の全１５の 

道の駅において、対象商品購入でもらえるハガキでの応募者から抽選で７５名様にプレゼントが当た 

る「６次化商品魅力発見フェア」を開催しています。 

対象商品には『道の駅 会津柳津』の「んめぇがなピザ」や、『道の駅 きらら２８９』の「南郷 

トマトラーメン」など、お土産にも嬉しい商品が揃っています。 

会津・南会津地方の道の駅に立ち寄った際は、ぜひ対象商品をチェック 

してみてください。 

 

●開催期間 令和３年８月６日（金）～１１月３０日（火） 

      （応募〆切：令和３年１２月７日（火）） 

 

●共催 あいづ”まるごと”ネット、あいづ「道の駅」交流会 

 

HP:https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36240a/michinoeki2021.html 

 【企画部】 

 

Instagram  
QR コード 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36240a/michinoeki2021.html
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【ご意見・お問い合わせ】 
 
会津地方推進本部事務局 
（福島県会津農林事務所企画部地域農林企画課内） 
〒９６５－８５０１ 
福島県会津若松市追手町７番５号（会津若松合同庁舎２階） 
ＴＥＬ （０２４２）２９－５３６９  ＦＡＸ （０２４２）２９－５３８９ 
E-mail：kikaku.af04@pref.fukushima.lg.jp 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企画部】 

 

 野生きのこが本格的に発生するシーズンとなりました。 
 野生きのこの出荷・販売や宿泊施設等での提供について、改めて以下のことをお守りいただきます
ようお願いします。 
 なお、会津管内における野生きのこの出荷制限等の状況は表－１のとおりです。 

 

※最新の出荷制限等の情報は、次のホームページで確認できます。 
◇福島県内のものは、福島県林業振興課の HP 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ 
◇福島県外のものは、厚生労働省の HP 

https://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html 【森林林業部】 

表-１ 会津管内におけるきのこの出荷制限等の状況 

    （令和３年８月２４日現在） 

野生きのこの発生シーズンです。出荷・販売にご注意を！ 

野生きのこ　※

品　目

会津若松市、喜多方市、北塩原村、
西会津町、磐梯町、猪苗代町、
会津坂下町、柳津町、三島町、
昭和村、会津美里町

市　町　村

 

１ 年度が変わっても出荷・販売はできません。 

２ 自主検査等で基準値以下でも出荷・販売はできません。 

３  加工品の原料にも使用できません。 

４  食堂や宿泊施設等で調理してお客さんに提供することもできません。 

５  インターネット等による通信販売もできません。 

※フリマアプリ等を介した個人売買も出荷・販売に該当します。 

６  他人への譲渡もご遠慮ください。(出荷・販売に含まれます) 

 

◆出荷制限指示等が出されている市町村産のきのこ・山菜は、出荷販売及び宿泊施設等での提供は

しないでください。 
提供はしないでください。 

 

※野生きのこについては、以下の品目は出荷制限が 

解除されました。 
 マイタケ：西会津町、柳津町、三島町、昭和村 

 ナ  メ  コ：西会津町、会津美里町 

 ムキタケ：会津若松市、西会津町、昭和村、 

会津美里町 

クリタケ：会津若松市 

１ 毎年、採取時（出荷前）に市町村毎、品目毎にモニタリング検査を実施しますので、福島県ホー

ムページや新聞で安全を確認の上、出荷を行ってください。 

２ 制限のない品目を出荷・販売する際は、市町村名による産地の表示をお願いします。 

【出荷制限等品目について遵守いただく事項】 

【出荷制限等のない品目について】 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/
https://www.mhlw.go.jp/shinsai_jouhou/shokuhin.html

